
(1)第 2209号 (g.♀5.罷5鍵癬)土 建 し ん ぶ ん  (霙聖遷鏡桂易桑昂) 2025と年4月 5日

墨田支部事務所昼休み閉所
5月 1日 (木)、 メ ーデ ー参カロのた め
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こ
の

一
年
の
感
謝
を
述
べ
る
藤
川
執
行
委
員
長

４
月
６
日

（日
）
、
両
国

の
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル
に
て
第
６７

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
９０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
期
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
は

「担
い
手
と
な
る
若
者

が
入
職
す
る
魅
力
あ
る
産
業

を
目
指
し
、
建
設
従
事
者
の

蜃
金

。
単
価
引
き
上
げ
と
労

働
環
境
改
善
で
、
未
来
を
描

け
る
持
続
可
能
な
建
設
産
業

の
実
現
に
向
け
て
、
全
世
代

の
仲
間
の
団
結
し
た
力
を
結

集
し
運
動
を
前
進
し
よ
う

！
」
で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
午
前
中
は
基
調

報
告

（先
月
号
に
記
載
）
と

決
算

・
予
算
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

午
後
は
１２
～
‐３
名
ず
つ
７

つ
の
分
散
会
に
分
れ
て
討
論

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
専
門

部
の
議
案
討
議
。
分
散
会
否

墨
田
支
部
第
６７
回
定
期
大
会

と
に
扱
う
専
門
部
を
分
け
、

よ
り
深
い
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
仕
事
対
策
で
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
現
状
は
意
味
が

薄
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
組

合
員
の
事
業
所
す
べ
て
が
利

用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
賃
金

や
待
遇
の
改
善
、
入
職
者
の

確
保
に
つ
な
が
る
。
青
年
部

に
つ
い
て
は
、
業
界
全
体
で

若
い
人
が
少
な
い
中
、
部
員

を
増
や
す
こ
と
は
と
て
も
重

要
、
働
い
た
あ
と
夜
、
外
に

出
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
青
年
部
に
入
っ

た
ら
何
が
あ
る
の
か
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
後
継

者
対
策
部
な
ど
と
と
も
に
行

い
な
が
ら
、
新
規
開
拓
し
た

い
、
と
い

っ
た
意
見
出
さ
れ

ま
し
た
。

専
門
部
０
と
の
討
議
の
後

は
、
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い

て
と
、
組
織
の
拡
大
と
強
化

に
つ
い
て
、
７
分
散
会
共
通

テ
ー

マ
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
物
価
高
騰
な
ど
で
、
皆

さ
ん
仕
事
や
暮
ら
し
が
厳
し

い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
に
向
け

て
東
京
土
建
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
出
し
合

っ
た
分
散

会
も
あ
り
ま
し
た
。
資
格
講

習
が
充
実
し
て
い
る
。
墨
田

支
部
会
館
で
受
け
ら
れ
る
。

国
保
や
共
済
で
様
々
な
給
付

を
受
け
ら
れ
る
。
火
災
、
地

震
、
車
な
ど
様
々
な
共
済
の

手
続
き
が
で
き
る
。
土
建
国

保
は
公
営
国
保
と
比
べ
て
保

険
料
が
安
い
。
会
社
の
様
々

な
事
務
手
続
き
を
代
行
し
て

く
れ
る
。
仕
事
で
の
制
度
の

改
正
点
な
ど
の
情
報
を
得
ら

れ
る
。
み
ん
な
と
会
え
る
。

仕
事
仲
間
が
増
え
る
。
組
合

に
行
く
と
ビ
ー
ル
が
飲
め

る
。
な
ど
前
向
き
で
楽
し
い

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
散
会
終
了
後
、
再
び
全

大
会
に
戻
り
、
各
分
散
会
報

告
の
後
、
大
会
表
彰
、
新
役

員
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
３
名
の
役

員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
友
の
会
の
斎
藤
常
任
待

遇
、
本
所
第
二
分
会
の
熊
木

執
行
委
員
、
す
み
だ
分
会
の

北
久
保
執
行
委
員
、
あ
り
が

と
う
０
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
４
名
の
新
役
員
を
迎
え
、

新
た
な

一
年
に
向
け
ス
タ
ー

卜
を
切
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
な
さ
れ
た
提
案

は
全
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

困
難
な
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
役
員

一
同
、

一
丸
と
な

っ
て
立
ち
向
か

っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、

「団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
キ
ー
ス
で
使
用
さ

れ
、
開
幕
３
試
合
で
計
１５

本
の
本
塁
打
を
放

っ
た
バ

ッ
ト
で
、
標
準
的
な
バ
ッ

ト
よ
り
も
先
端
が
細
く
、

ボ
ー
ル
を
と
ら
え
る
部
分

が
広
く
な

っ
て
お
り
、
そ

の
形
か
ら

「ト
ル
ピ
ー
ド

（魚
雷
）
」
の
愛
称
が
つ

い
た
▼
発
明
者
は
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
エ
科
大
学
の

物
理
学
者
で
、
２
年
間
研

究
と
実
験
を
重
ね
、
打
球

が
最
も
飛
ぶ

「芯
」
の
位

置
を
手
元
近
く
に
ず
ら
す

形
に
な

っ
た
と
の
こ
と
▼

だ
が
、
こ
れ

っ
て
新
発
明

…
？
こ
ん
な
形
の
金
属
バ

ッ
ト
を
見
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
、
調
べ
て
み
た
ら

日
本
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
販

売
さ
れ
て
い
た
が
、
木
製

で
や
ろ
う
と
い
う
発
想
は

日
本
に
は
な
か

っ
た
よ
う

だ
▼
ま
だ
誰
が
使

っ
て
も

効
果
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
バ
ッ
タ
ー
に
適
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

日
本
の
プ
ロ
野
球
で
も
導

入
に
前
向
き
で
、
準
備
を

進
め
て
い
る
▼
ち
な
み
に

大
谷
選
手
は
今
の
と
こ
ろ

こ
れ
ま
で
の
バ
ッ
ト
を
使

う
け
ど
、
魚
雷
バ
ッ
ト
を

使
う
可
能
性
も
排
除
し
な

い
と
の
こ
と
。
も
し
大
谷

選
手
の
ス
イ
ン
グ
に
フ
ィ

ッ
ト
し
た
ら
、
と
ん
で
も

な
い
記
録
が
出
る
か
も
。

分 散 会 で は活 発 な 討 論 が

執
　
行
藤
川

副

執
福
井
霜
鳥
林小
島

圭
日　
記
出
雲

圭
日　
記
長
妻
三
上
鈴
木

常

任
間
船
石
川

委
　
〕貝
　
長

善
清
（ひ
き
ふ
ね
）

行

委

員

長

寿
英
（本
所
第

一
）

祐

ズ
あ

づ

ま
）

幸
樹
（ひ
き
ふ
ね
）

明

（す

み

だ
）

長洋
行
釜
〕
記

局
）

次
　
長

伸
治
釜
〕
記

局
）

竜
起
釜
〕
記

局
）

和
幸
釜
事
記

局
）

執

行

委

員

升
元
（本
所
第
一
一

雅

一
（本
所
第
一
゛

永
瀧
　

一
也
谷八
　
　
広
）

生
芝
　
規
姪
（あ

づ

ま
）

新
野
　
正
昭
（立
　
　
花
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

永
緯
　
将
也
釜
自
年

部
）

深
井
　
光
子
（女
性
の
会
）

後
藤
　
秋
夫
（シ

一
一
ア
）

執
行
委
員
　
／
　
分
会
長

森
下
　
清
　
（本
所
第

一
）

崎
山
　
達
彦
（本
所
第
二
）

大
岩
　
幸
男
（八
　
　
広
）

倉
田
　
隆
　
（あ

づ

ま
）

鈴
木
　
明
宏
（ひ
き
ふ
ね
）

坂
本
　
功
通
（立
　
　
花
）

小
澤
健
太
郎
（す

み

だ
）

魚
雷
バ
ッ

ト
が
話
題
に

な

っ
て

い

る
。
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
の

墨田支部会館
空調機器入替工事
工事業者を公募します
東京土建墨田支部会館空調

機器入替工事に伴 う工事業

者を公募します。公募期限

は5月 23日 まで。
公募資格は一

1.東京土建塁田支部の
組合員である
2.社会保険適用事業者
である
3.建設業許可取得事業者
である

※施工内容・使用機器を

含め提案型となります

詳しくは墨田支部修繕委員会
担当までお問い合わせください
03-3614-3806

斯入学卒▼1金制度
この香、お子さんが小学校・

中学校に入学した組合員さんに

図書カード(5000円 )
を贈りお祝いします

給付を受けるには申請が嚇要です

申請書は墨田支部窓口または

どけん共済会の「各種制度」
ページの下部に「慶弔金 資格

講習共済の申請書作成ツール」がございます

☆お問い合わせは群長さん

または支部事務所まで

03-3614-3806
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毛 布 で作 った 応 急 タ ン カ を体 験

「 103万円の壁」等 につ いて講演 も

３
月
１０
日
、
吾
嬬
三
中
で

行
な
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
、

ハ
ン
マ
ー
ズ
が
多
加
し
ま
し

た
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、
東

日
本
大
震
災
の
３
月
Ｈ
日
付

近
の
こ
の
時
期
、
ま
も
な
く

卒
業
を
迎
え
る
中
学
三
年
生

を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
今
回
の
三
年
生

は
平
成
２‐
年
４
月
２
日
～
平

成
２２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、
全
員
が
平
成
２３
年
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
当
日

の
記
憶
が
な
い
と
い
う
学
年

で
し
た
。
実
際
に
大
き
な
地

震
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
訓
練
の
前

に
Ｃ
Ｇ
を
駆
使
し
て
作
ら
れ

た

「首
都
直
下
地
震
が
起
こ
・

っ
た
ら
」
と
い
う
映
後
を
見

て
、
さ
ら
に
向
島
消
防
署
の

方
の
講
義
を
聞
い
て
か
ら
訓

練
を
行
な
い
ま
し
た
。

私
た
ち
ハ
ン
マ
ー
ズ
は
、

よ
リ
リ
ア
ル
に
訓
練
を
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
、
校
庭
に

倒
壊
家
屋
の
模
型
を
持
ち
込

ん
で
、
ジ
ャ
ッ
キ
の
使
い
方

を
行
な
い
ま
し
た
。
た
だ
ジ

ャ
ッ
キ
を
使
う
の
で
は
な

く
、
潰
れ
た
屋
根
の
下
に
人

が
残
さ
れ
て
し
ま

っ
た
、
と

い
う
状
況
を
想
定
し
て
ジ
ャ

ッ
キ
体
験
を
し
て
も
笏
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

一
人
で
遭
遇
し
て
し
ま

っ
た

時
、
い
き
な
り

一
人
で
助
け

よ
う
と
せ
ず
、
必
ず
周
り
の

人
を
呼
ぶ
こ
と
、
人
の
力
で

は
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
モ
ノ
で
も
、
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
え
ば
持
ち
上
げ
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
、
ジ
ャ
ッ
キ

を
二
つ
使

っ
て
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
同
時
に
並
行
に
上

げ
る
こ
と
な
ど
、　
一
生
懸
命

訓
練
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
倒
壊
家
屋
か
ら
救

助
し
た
人
を
運
ぶ
た
め
の
、

応
急
タ
ン
カ
訓
練
も
実
施
し

ま
し
た
。
緊
急
時
に
タ
ン
カ

が
な
い
時
、毛
布
や
シ
ー
ト
、

洋
服
な
ど
を
使

っ
て
応
急
タ

ン
カ
を
作
れ
る
こ
と
、
誰
か

一
人
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て

タ
ン
カ
を
持
ち
上
げ
る
こ

と
、
救
助
者
を
運
ぶ
時
は
必

ず
足
の
方
向
に
進
む
こ
と
な

ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
じ
週
の
日
曜

日
、
３
月
１６
日
に
八
広
あ
ず

ま
町
会
と
八
広
西
八
町
会
の

合
同
防
災
訓
練
が
、
同
じ
く

吾
嬬
三
中
に
て
行
な
わ
れ
、

八
広
分
会
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
ハ
ン
マ
ー
ズ
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
日
も
ジ
ャ
ッ
キ

の
使
い
方
を
思
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
簡
易
版
の
倒
壊
家

屋
を
設
置
し
、
救
出
救
助
の

訓
練
を
実
施
。
合
わ
せ
て
応

急
タ
ン
カ
訓
練
も
行
な
い
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
、

少
し
参
加
者
は
少
な
か

っ
た

で
す
が
、
二
町
会
の
皆
さ
ん

に
楽
し
く
防
災
訓
練
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、

お
住
ま
い
の
地
域
で
防
災
訓

練
が
行
な
わ
れ
る
時
は
、
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
防
災
に
興
味
が
あ

る
方
、
ハ
ン
マ
ー
ズ
と
し
て

一
緒
に
活
勃
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
１３
日
、
す
み
だ
共
生

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
（旧
「す

み
だ
女
性
セ
ン
タ
ー
」
）
に

て
、

「３

●
１３
墨
田
重
税
反

対
統

一
行
動
」
が
行
わ
れ
、

東
京
土
建
か
ら
２５
名
、
全
体

で
４０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は

「重
税

反
対
全
国
統

一
行
動
」
と
し

て
３
月
１３
日
を
中
心
に
全
国

で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
平
和

で
安
心
し
て
働
き
、
生
き
る

こ
と
を
願
う
団
体
や
個
人
が

「重
税
反
対
」
の

一
点
で
団

結
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は

「納
税
者
の
権
利
を

等
れ
」
「消
費
税
減
税
」
「イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
」
等
が

訴
え
ら
れ
、
学
習
会
と
し
て

「１
０
３
万
円
の
壁
」
を
ど

う
見
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
東

部
合
同
事
務
所
の
松
田
税
理

士
か
ら
の
講
演
も
行
わ
れ
、

１
０
３
万
円
は
給
与
所
得
者

の
話
で
、
事
業
所
得
者
は
４８

万
円
を
超
え
る
と
課
税
さ
れ

る
、
と
い

っ
た
話
か
ら
、
基

礎
控
除
の
性
格
や
、
消
費
税

率
引
き
下
げ
の
重
要
性
、
税

務
署
へ
の
提
出
書
類
の
収
受

印
廃
上
の
問
題
点
、
そ
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
に
向

け
た
世
論
等
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

‐２
月
に
埼
玉
県
議
会
で
自

民
党
県
議
団
が
提
出
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
廃
上
を
求
め
る
意

見
書
が
採
択
さ
れ
、そ
の
後
、

埼
玉
県
内
で
は
４
つ
の
市
議

会
で
も
意
見
書
が
採
択
さ
ま

し
た
。
都
議
会
で
も
議
論
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
廃
止
の
声
が
大
き
く
な

っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
廃
止
を
求
め
る
署
名
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
０
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

資

格

講

習

会

の

ご

案

内

＝

《
石
綿
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
６
月
Ｈ
日
～
１２
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
方

※
申
請
に
つ
い
て
注
意
事
項
あ
り

《
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
５
月
２‐
日
～
２２
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
方

《
地
山
及
び
土
止
め
の
掘
削
　
支
保
工
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
５
月
２８
日
～
３０
日
の
３
日
間

受
講
料
　
１
万
８
千
円

対
象
者
　
経
験
３
年
以
上
の
方

《
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
５
月
２７
日
～
２８
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
降
の
経
験
３
年
以
上
の
方

※
平
成
２７
年
７
月
以
降
の
経
験
は

特
別
教
育
修
了
証
の
添
付
が
必
要

《
酸
欠

・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
５
月
１３
日
～
１５
日
の
３
日
間

受
講
料
　
２
万
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
方

《
職
長

・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
》

講
習
日
　
５
月
２２
日
～
２３
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
５
千
円

対
象
者
　
２０
歳
嫉
上
が
相
応
し
い

《
新
入
職
者
教
育
》

講
習
日
　
６
月
１７
日
～
１８
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上

《
振
動
工
具
特
別
教
育
》

講
習
日
　
６
月
１７
日

受
講
料
　
７
千
円

対
象
者
　
１８
歳
は
上

《
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育
》

講
習
日
　
６
月
１０
日

受
講
料
　
８
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上

※
締
め
切
り
は
そ
れ
ぞ
れ
講
習
日
の
１６
日
前

復U
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
司||
練
に
真
貪U
な
ま
な
ざ
し

為

籠

王

納税者の権利を琴れ
]● I]重税反対墨田続‐行動

これれ1ら会社(法人事業所)
を設立する予定の有ヘ

厚生年金の加入と健

康保険の「適用除外承

認善」の手続きが跡要

です。法人事業所設立

面回 ま蝕す支部△連絡

拉垣逮遺重曇。また、東京土建では社会

保険加入に嚇要な費用 (法定福利費)を
別枠明示した標準見積書を活用 して、法

定福利費の支払い 。確保の請求要求運動

を推進 しています。東京土建は建設産業

で l重をく人プマの立場に立って、専門的な矢□

識を蓄え、様ノマな相談に廠 じています。

どのようなことでもご相談ください。

社会保険細λた露rlする登申機譲燃

ヘ

お間い合わせは、東京土建墨田支部まで

連絡先 :03-3614-3806
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S

心 晴 さん も楽 しそ う !

E三

【本
所
第
二
】
自
民
党
の
政

治
と
金
の
問
題
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
時
に
、
首
相
が

１０
万
円
の
商
品
券
を
配
布
し

た
こ
と
、あ
き
れ
て
し
ま
う
。

物
価
高
で
我
々
が
大
変
な
思

い
を
し
て
い
る
こ
と
、
政
治

家
は
分
か

っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
税
金
の
使
い
方
を

考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま

奇肺例当選

た
よ
り

日
本
中
で
話
題
に
な

っ
た

「Ｍ
Ｌ
Ｂ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
」
の
チ
ケ
ッ

ト
が
当
た
る
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
。
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

４
試
合
と
開
幕
戦

。
第
２
戦

の
６
試
合
で
、　
一
番
人
気
は

も
ち
ろ
ん
開
幕
戦
！
そ
の
開

幕
戦
に
あ
づ
ま
分
会
の
占
部

員
文
さ
ん
が
当
選
し
た
と
、

３
月
３
日
の
夕
方
、
ど
け
ん

共
済
会
か
ら
墨
田
支
部
に
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
、

取
材
を
申
し
込
も
う
と
占
部

さ
ん
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

ど
け
ん
共
済
会
か
ら
も
当
選

の
連
絡
が
あ

っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
占
部
さ
ん
も
半

信
半
疑
で
、
着
信
番
号
を
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て
も

「ど
け
ん

共
済
会
」
と
出
て
こ
な
か

っ

た
そ
う
で
、

「詐
欺
か
も
し

れ
な
い
」
と
思

っ
て
い
て
、

支
部
か
ら
電
話
が
あ

っ
た
こ

と
で
、
本
当
に
当
た

っ
た
ん

だ
と
確
信
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
占
部
さ
ん
が

「チ
ケ
ッ
ト
が
届
い
た
！
」

と
支
部
事
務
所
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
娘
の
心
晴
さ
ん
と

１
６
０
円
が
高
い
と
激
高
し

た
と
の
こ
と
。
政
治
資
金
で

の
飲
み
食
い
は
大
盤
振
る
舞

い
で
、
自
腹
の
１
６
０
円
は

高
い
ん
だ
と
…
。

【本
所
第
二
】
事
業
所
系
の

組
合
員
の
方
と
の
接
触
で
、

顔
を
合
わ
せ
て
の
機
会
を
分

会
の
行
事
等
で
設
け
て
交
流

し
た
い
。
各
分
会
の
長
所
を

取
り
入
れ
た
い
の
で
、
効
果

の
あ
る
方
法
を
紹
介
し
て
欲

し
い
。

【本
所
第
二
】
最
近
、
建
設

行
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

当
初
　
心
晴
さ
ん
は
そ
こ
ま

で
大
喜
び
で
は
な
か

っ
た
み

た
い
で
し
た
が
、
学
校
で
友

達
に
話
し
た
と
こ
ろ
み
ん
な

に
「
ス
ゴ
イ
！
」
と
言
わ
れ
、

事
の
重
大
さ
に
気
が
つ
い
た

そ
う
で
す
。
占
部
さ
ん
も
３

月
１８
日
は
平
日
と
い
う
こ
と

で
、

「こ
れ
か
ら
仕
事
の
都

合
を
つ
け
な
け
れ
ば
」
と
、

と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

開
幕
戦
の
翌
日
、
再
び
占

部
さ
ん
が
支
部
事
務
所
に
来

て
く
れ
た
の
で
、
開
幕
戦
の

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「２
時
半
に
ド
ー
ム
の
前

に
到
着
し
た
け
ど
、
シ
ョ
ッ

プ
は
大
混
雑
で
何
も
買
え
な

い
と
い
う
か
、
店
内
に
も
入

れ
な
く
て
、
３
時
に
ド
ー
ム

に
入
場
し
ま
し
た
。　
一
塁
側

エ
キ
サ
イ
ト
シ
ー
ト
の
す
ぐ

後
ろ
、
前
か
ら
６
列
目
で
、

ネ
ッ
ト
が
近
す
ぎ
る
ぐ
ら
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
席
で
し

た
。
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
の
生

演
奏
と
、
観
客
が
腕
に
つ
け

業
の
倒
産
が

増
え
て
い
る

と
の
こ
と
で

す
が
、
災
害

が
起
き
た
場

合
、
復
旧
す

る
の
に
非
常

に
囚

っ
た
こ

と
に
な
る
と

事
務
所
の
書
記

・
職
員
も

興
味
津
々
で
、
仕
事
そ

っ
ち

の
け
で
占
部
さ
ん
の
話
に
聞

き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
も
⊃

一
つ
占
部
さ
ん

が
驚
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
そ

う
で
、
イ
ニ
ン
グ
間
に
球
場

を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
で

ス
タ
ジ
ア
ム
Ｍ
Ｃ
と
し
て
出

て
き
た

「Ｍ
Ｃ
　
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
さ
ん
が
占
部
さ
ん

の
後
輩
で
、
大
観
客
の
前
に

突
然
知
り
合
い
が
出
て
き
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
そ
う
で
す
。

日
本
中
が
熱
狂
し
た
Ｍ
Ｌ

Ｂ
開
幕
戦
を
、
現
地
で
生
で

間
近
で
観
戦
さ
れ
た
占
部
さ

ん
。
心
晴
さ
ん
も
楽
し
ま
れ

た
と
の
こ
と
で
、
お
父
さ
ん

も
鼻
高
々
だ

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
東
京
土
建
全
体
で

１
６
０
２
人
が
応
募
し
、
開

幕
戦
の
当
選
者
は
２
人
と
い

う
こ
と
で
し
た
。占
部
さ
ん
、

「奇
跡
の
当
選
」
お
め
て
と

う
歪
ざ
い
ま
し
た
。

|

|

中

|

|

|

|

飴
す
。

【本
所
第
二
】
新
年
度
の
保

険
料
と
、

「資
格
確
認
書
」

か
「資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【本
所
第
二
】
ど
こ
か
の
元

大
臣
が
、
議
員
の
無
料
パ
ス

で
新
幹
線
に
タ
ダ
で
乗
り
、

議
員
特
権
を
フ
ル
活
用
し
な

が
ら
、
車
内
販
売
の
炭
酸
水 飴

革
I F

見 事 当選 され た 占部 さん (あづ まノ刀｀会 )

思
い
ま
す
。
若
者
が
建
設
業

に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
る
よ

う
な
社
会
に
な
る
よ
う
、
組

合
と
し
て
良
い
案
を
出
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

第
ψ

て
い
ま
す
。

【あ
づ
ま
】
分
会
役
員
の
高

齢
化
を
な
ん
と
か
し
な
い
と

ダ
メ
で
す
ね
。
で
も
、
具
体

的
な
対
策
は
な
い
。

【あ
づ
ま
】
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
反
対
。
消
費
税
減
税
を
希

望
し
ま
す
。

【あ
づ
ま
】
あ
お
り
運
転
に

遭
遇
し
た
。
即

「１
１
０
」

に
，
・

【ひ
き
ふ
ね
】
保
険
料
が
上

が
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
と

こ
ろ
、
皆
さ
ん
び

っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
国
民
健
康

保
険
と
比
べ
た
ら
ま
だ
安
い

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん

し
ょ
う
が
な
い
と
了
解
し
て

く
れ
ま
し
た
。

大
谷
選
手
を
間
近
で
観
戦

【立
花
】
あ
ら
ゆ
る
品
物
が

値
上
が
り
し
て
、
特
に
お
米

は
高
く
な

っ
て
、
生
活
も
大

変
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

【立
花
】
す
ぐ
に
マ
イ
ナ
保

険
証
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思

っ
て
い
る
方
が
い

た
の
で
、
資
格
確
認
善
が
あ

れ
ば
大
丈
夫
だ
と
伝
え
ま
し

た
。

【立
花
】
年
齢
を
理
由
に

「脱

退
し
た
い
」
と
い
う
方
が
い

ま
し
た
。
今
後
こ
う
い
う
方

が
増
え
る
か
も
…
。

″

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ト

に
感
動
し
ま
し
た
。
今
永
投

手
の
第

一
球
目
、
周
り
の
皆

さ
ん
は
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て

い
た
け
ど
、
私
は
生
で
見
て

目
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。
鳴

り
物
の
応
援
が
な
く
て
、　
一

球
投
げ
る
企
と
に
山
本
投
手

か
ら
聞
こ
え
る
気
合
い
の
声

が
ス
ゴ
か

っ
た
。
大
谷
選
手

の
今
シ
ー
ズ
ン
初
ヒ
ッ
ト
が

目
の
前
を
飛
ん
で
行

っ
た
け

ど
、
打
球
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

速
く
て
、
バ
ウ
ン
ド
す
る
時

に
煙
が
出
て
ま
し
た
。
」

・姦
　
　
　
惨馨

連
載
コ
ラ
ム

健
診
っ
て
大
事

【森
下
昌
子
会
員
】
今
ま
で
婦
人
科
の
検
査
は
受
け
た

こ
と
が
な
か

っ
た
。
「忙
し
い
か
ら
」
と
言
い
訳
を
し
、

先
送
り
に
し
て
、
な
か
な
か
受
け
る
き

っ
か
け
が
な
く

数
十
年
が
経

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
ん
な
時
、
昨
年
の
Ｈ

月
、
東
京
土
建
で
女
性
限
定
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
知

っ
た
。
長
年
気
に
な

っ
て
い
た
乳
が
ん

。
子

宮
頸
が
ん
の
検
査
オ
プ
シ
ョ
ン
が
無
料
で
、
し
か
も
土

建
の
事
務
所
で
受
け
ら
れ
て
、
半
日
で
終
わ
る
と
の
こ

と
。
こ
れ
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
受
診
し
た
。

こ
れ
ま
で
散
々
先
送
り
に
し
て
き
た
の
に
、
何
故
か
検

査
に
引

っ
か
か
る
と
は
思

っ
て
い
な
か

っ
た
。し
か
し
、

結
果
を
見
た
ら

「要
再
検
査
」
。

「ま
さ
か
…
」
と
思

っ
た
。
再
検
査
を
受
け
、
結
果
は
良
性
腫
瘍
だ

っ
た
。

と
り
あ
え
ず
ホ
ッ
と
し
た
が
、
癌
に
な
る
可
能
性
は
捨

て
き
れ
な
い
、
経
過
観
察
が
必
要
だ
。

ま
だ
闘
病
は
し
た
く
な
い
、
や
り
た
い
こ
と
は
山
ほ

ど
あ
る
。
婦
人
科
以
外
の
項
目
で
も
、
数
値
が
上
が

っ

た
も
の
が
あ
り
、

「お
か
し
く
な
ら
な
い
の
が
お
か
し

い
数
値
だ
よ
」
と
主
治
医
に
言
わ
血
た
。
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
い
た
自
分
の
体
の
状
態
を
、
数
値
で
突
き
つ

け
ら
れ
た
。
体
力

・
気
力

・
筋
力
の
低
下
を
ひ
し
と
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
。
こ
の
ま
ま
で
は
元
気
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
な
れ
な
い
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
結
果
だ

っ
た
。

で
も
受
診
し
て
良
か

っ
た
。

今日のORIう AMI

新
入
学
お
め
で
と
う
―

|

|

|

|

|

▲

″ノ

Ｍ
ゴ臨
上

女性の金
す)だ

Ⅷ
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新 会 長 就 任 の抱 負 を語 る後 藤 さん (本所 第 二 )

活 動 報 告 に 間 き入 る会 員 の み な さん

tヽ

2025:年4月 5日

３
月
２５
日
、
墨
田
支
部
会

館
に
て
、
す
み
だ
シ
ニ
ア
友

の
会
定
期
総
会
と
、
総
会
に

先
立

っ
て

「詐
欺
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
学
習
会
」
が

行
な
わ
れ
、
４‐
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
学
召
会
に
は
、
す

み
だ
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら

相
談
員
の
八
田
ま
り
こ
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
ど
ん
な
詐

欺
被
害
が
多
い
か
、
取
引
の

特
徴
と
、
そ
う
い

っ
た
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
、
よ
り
安

全
に
な
る
た
め
の
方
法
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詐

欺
取
引
に
は

「せ
か
す
」
「儲

か
る
」

「放

っ
て
お
く
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
い
っ

た
話
が
多
く
、

「契
約
を
急

が
な
い
」

「契
約
内
容
に
つ

い
て
情
報
を
集
め
る
」

「個

人
情
報
は
む
や
み
に
教
え
な

い
」
、
そ
し
て

「お
か
し
い

な
と
思

っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費

者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

学
習
会
終
了
後
に
行
な
わ

れ
た
定
期
総
会
で
は
、
活
動

報
告
や
決
算
報
告
と
と
も

に
、〈
本
長
が
齊
藤
昇
さ
ん
（立

花
）
か
ら
後
藤
秋
夫
さ
ん
（本

所
第
二
）
に
、
事
務
局
長
が

今
野
健
司
さ
ん
（ひ
き
ふ
ね
）

か
ら
駒
形
光
男
さ
ん

（ひ
き

ふ
ね
）
に
替
わ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
体

制
と
な

っ
た
シ
ニ
ア
友
の
会

を
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

３
月
２２
日
、
女
性
の
会
す

み
だ
第
５４
回
定
期
総
会
が
墨

田
支
部
会
館
で
行
な
わ
れ
、

３６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
、
女
性
の

会
す
み
だ
は

「ダ
イ
コ
ン

・

ニ
ン
ジ
ン
の
菜
園
企
画
名
そ

の
場
で
必
ず
当
た
る
抽
選

会
」
「新
春
歌
舞
伎
観
劇
」
、

他
に
も
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
活
動
報

告
や
決
算
報
告
、
新
役
員
の

選
出
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
提
案
が

行
な
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
事

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
さ

っ
そ
く

新
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
で

「土
袋
の
ま
ま
菜
園

～
じ
ゃ
が
い
も
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
女
性
の
会

担
当
で
も
あ
る
鈴
木
書
記
。

し
か
し
、
当
日
鈴
木
善
記
は

喉
を
痛
め
て
い
て
、
声
が
あ

ま
り
出
せ
な
い
状
況
で
、
菜

園
の
説
明
の
前
に

「静
か
に

聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

菜
園
企
画
は
今
回
で
６
回

目
で
す
が
、
過
去
５
回
、
鈴

木
書
記
は
最
初
は
普
通
の
声

で
穏
や
か
に
説
甥
し
て
く
れ

る
の
で
す
が
、
家
第
に
参
加

者
が
賑
や
か
に

（話
を
聞
か

な
く
）
な
り
、
結
局
大
声
で

説
明
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、

帰
る
頃
に
は
声
が
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
最
初
か

ら
声
が
出
な
い
と
い
う
太
ピ

ン
チ
。
し
か
し
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
今
回
は
と
て
も
静

か
に
、
ガ
ラ
ガ
ラ
声
の
鈴
木

書
記
の
説
明
を
し

っ
か
り
と

聞
か
れ
て
ま
し
た
。

菜
園
企
画
は
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
に
土
を
持
ち
帰
り
、
グ
ル

ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
収
穫
ま
で
続
け

ま
す
。
他
に
も
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。
今
年

も
女
性
の
会
を
よ
る
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

１
　
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
は
そ

の
代
表

５
　
入
学
や
遠
足
は
…
…
の

季
語

７
　
ス
タ
ー
の
…
…
色
紙

８
　
英
語
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
は

つ
・

１０
　
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア

Ｈ
　
・…
・・志
貫
徹

‐２
　
合
所
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト

一
文
字
で
表
す
と
？

‐３
　
・…
‥
侯
貴
族

‐４
　
黄
色
い
羽
に
黒
い
筋
が

あ
る
大
形
の
チ
ョ
ウ

‐８
　
燃
料
用
の
ガ
ス
を
貯
蔵
　
６

す
る
大
き
な
建
造
物
　
　
９

２０
　
．…
‥
の
大
木
　
　
　
　
　
Ｈ

２‐
　
モ
ラ
ル
。
政
治
…
…

２２
　
・…
・・忘
る
べ
か
ら
ず
　
　
１２

野
球
な
ど
の
新
人
選
手

…
…
の
下
の
力
持
ち

干
潮
の
砂
浜
で
貝
を
と

り
ま
す

「美
し
い
」

「正
し
い
」

な
ど

「い
」
で
終
わ
る

品
詞
…
…
前
田
の
ク
ラ
ッ
カ

バ
イ
本
リ
ン
は
…
…
楽

器何
も
書
か
れ
て
い
な
い

紙小
麦
粉
が
原
料
の
麺
類

一
…
…
の
虫
に
も
五
分

の
魂

１
　
４
月
の
東
京
と
パ
リ
の

…
…
は
７
時
間

２
　
小
腸
に
つ
づ
く
消
化
器

宮

３
　
５
万
円
以
上
の
領
収
証

に
は
収
入
…
…
が
必
要

４
　
「凶
事
」
の
対
義
語
は
？

５
　
ア
ナ
ロ
グ
時
計
に
は
…

…
が
付
い
て
い
ま
す

19 17   16   15   14

３
月
号
当
選
者
＆
答
え

須
黒
由
美
子
　
さ
ん

小
山
　
義
定
　
さ
ん

後
藤
　
英
昭
　
さ
ん

大
日
向
弘
行
　
さ
ん

木
村
　
真
唯
　
さ
ん

答
え

　

「
フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ

（福
寿
草
）
」

?

，

守
Ч

′

rl
´
´

R
フ
？
、

21

18

13

11

熙

7

回

19

餌

10

2

14

ト

3

樫

□

22

16

□

4

9

回

12

卍

5

17

盈

6

な

～

２
雄
い
に
な
(ト

ヽゝ
ゝヽ

を

一ぅ

し

い

2
4
加″年
Ｇ

ね
為

、
♭

れ
が

斗
不
さ

ケ
孝
ヮ
寸

ウ
子
は

み

り

えヽ
ん

ヽ ,

荘
紛
在

奉ユ

委

ヱ
古
Ч

わ

ｐ

芝
マ
ｌ

ｒ 今

力

チ

ム

力

工

ク

ヤ

シ

イ

マ

メ

ン

ブ

ン

シ

ダ

サ

ピ

ウ

いソ

ヨ

ウ

ン

ガ

ヨ

チ

オ

ン

!J

ト

ン

シ ヨ

ヨ

Iジ

イ

ス

ク

キクロスワードパズルの答えが分かつた方は

答えH名前日住所日土建しんぶんの感想をご言己入の上
25日までにハガキまたはE―m詞でご応募ください。
抽選で5名の方に図書カードをプレゼントします。
T131-O032  墨 E日 区東 向 島 2-11-13
東 京 土建 墨 田支 部 「土建 しんぶ ん」係
E―mail : info@doken― sumida.org


